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　　　　　点から一
〔梗概〕　大学等で必要とされる文章能力は，〈自分の考
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えを論理的に述べる〉ことであると大まかに言っていい
と思うが，もちろん，これは〈文法〉，〈語彙〉，〈表現〉
といった単文レベルでの言語能力では解決できない問題
である。こうした能力の向上には，論の展開をディスコ
ース・レベルでの言語能力（＝作文技術）として捉え，
その技術的習熟の中に言語の運用力を高めていく必要が
あるように思う。
　以下，本稿では，外国人留学生に対する日本語教育で
の作文指導は一般的な内容よりも論述形式を優先すべき
であるという立場から，論述文における論の展開パター
ンについて考察し，その展開の核と考えられる〈機能〉
の分類を試みた。そして，一つのテストケースとして，
実際の論述文からどのような展開パターンの典型例が抽
出できるかを探ってみた。
　文章展開の要素となる基本的パターンを取り出し，学
習項目として提示するには，一つの文あるいは二文以上
の文のまとまりが前後の文脈や文章全体の中でどのよう
な役割（機能）を持って存在しているかを分析・整理し
ておかなければならないと思う。だが，その全貌を明ら
かにすることはそう簡単ではない。まず，何を基本的パ
ターンと見るか。また，どういうレベルでその基本的パ
ターンを捉えていくか。これらは，複雑な構造をなす文
章を考えた場合，かなり厄介な問題である。例えぽ，
〈確かに……。しかし……。〉という形は表現と機能が
密接な関係にあり，かつ明確であるので，一つのパター
ンとして取り出すことが容易であろうが，〈・・…・。とこ
ろで……。〉という形になると，文章の展開に果たす役
割は大きいにもかかわらず，それをパターンとして示す
のは容易ではないようである。これは両者の文章中にお
ける機能がレベル的に大きく異なることから生ずる問題
であろう。また，〈ところで〉という転換記号は，段落
改行が行われれば必ずしも必要としない場合もあり，パ
ターンの明示のし方にも工夫が要ると思われる。
　しかし，いずれにしても，展開パターンを形づくるの
は文章中のある文または文集団が持つ〈機能〉であり，
その〈機能〉と〈機能〉との有機的な結びつぎが文章の
展開にある形を与えると同時に文の接続を保証するので
はないかと考える。
